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 軽水炉由来の性状に近い焼却灰をバインダーで固形化した模擬試料を対象として、既設のプラズマ溶融炉

による溶融ガラス化試験を実施した。溶融固化体の性状は、加熱雰囲気（酸化性または還元性の違い）や不

純物の鉄系金属の有無に大きく依存することを確認した。 
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１．緒言 軽水炉から発生する可燃性運転廃棄物を焼却した灰の溶融ガラス化を試みるため、軽水炉由来の

性状に近い模擬焼却灰を対象として、既設のプラズマ溶融炉による溶融ガラス化試験を実施した[1]。本報告

は、核種挙動および浸出率の観点から、加熱雰囲気（酸化性または還元性の違い）や不純物の鉄系金属が廃

棄体の品質に与える影響を検討した。 
 
２．実験方法 石炭灰（JISⅡ種灰）と 0.8～20μm 径の酸化物試薬で成分組成を調整した模擬焼却灰に飛散

防止用の水を加えたものを、空気雰囲気で以下の 2 種類の方法でプラズマ溶融した後で鋳型に出湯し、自然

冷却させて固化した。試験番号（Ⅱ）[1]は、加熱雰囲気を還元性にするために黒鉛坩堝を使用した。試験番

号（Ⅲ）は、加熱雰囲気を酸化性にするためにアルミナ坩堝を使用し、試験番号（Ⅱ）の模擬焼却灰重量の

1 割を不純物の炭素鋼に置き換えた。 
 
３．実験結果 模擬焼却灰重量の 0.8wt％相当を添加したコールドトレーサーの移行率（模擬焼却灰中の核

種重量に対する、溶融固化体に含まれる核種重量の割合）を図 1 に示す。溶融試料に炭素鋼が含まれていな

い試験番号（Ⅱ）の溶融固化体に少量のメタルが析出し、そのメタルに大部分の Co および Ni が移行してい

た。酸化雰囲気の試験番号（Ⅲ）の溶融固化体にもメタルが存在するが、7 割以上の Co および Ni がスラグ

に移行していた。酸化物の標準生成自由エネルギーが最も小さい Sr は酸化物としてスラグに残りやすい一方、

相対的にエネルギーが大きい Co および Ni は加熱雰囲気によって大きく変動することが確認された。 
浸出試験の結果から算出した浸出率（溶融固化体の元素重量に対する、所定の浸出期間が終了した浸出液

に含まれる元素重量の割合）は、外観や XRD スペクトルからガラスと判定した試験番号（Ⅱ）に比べて、

結晶と判定した試験番号（Ⅲ）の方が大きかった（図 2）。 
 
本研究は、経済産業省資源エネルギー庁「平成 29 年度放射性廃棄物の減容化に向けたガラス固化技術の基盤研究事業」

の成果の一部である。 
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図 1 コールドトレーサーの移行率        図 2 スラグの浸出率 
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